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From recovery to routine － How the activities of Kyoei University Department 
of Education student volunteers helping with the 2011 East Japan Earthquake and 















　　Since 2011, Kyoei University Department of Education has sent groups of volunteer 
students twice a year to elementary schools in Ishinomaki, a city hit by the East Japan 
Earthquake and Tsunami. This study looks at four visits from 2013 and 2014, and com-
pares them with the results of an earlier paper looking at the 2011-12 visits. The kinds of 
activities required of the volunteers has changed over the years from major clean-up of de-
bris in the early visits to more routine activities such as library duties in the later ones. 
Also, the emphasis has shifted from helping children recover from the shock of their expe-

























medical and psychological expertise is greatly reduced, but is still there, although our vol-
unteers were unable to provide it. However, both the University student volunteers, and 
the pupils and staff at the elementary schools showed great satisfaction with the work they 
were able to do. The volunteers have shared their experiences and the lessons learnt to the 
rest of the student body and local community. Many of the participating students continued 
their relationship with the elementary schools in Ishinomaki, and the experience will prob-
ably continue to inform them as they develop as teachers.
Keywords: East Japan Earthquake, Student volunteer programs, Teacher Education, Ele-










　共栄大学教育学部学生有志は、2011年 9月と 2012年 2月に石巻市内の S小学校に、



































































2013年 9月、2014年 2月、2014年 9月の 4回の訪問時の、被災地学校支援ボランティ
ア活動の記録を対象に分析を行う。
1.2.1.　研究対象期間
　震災から 2013年 9月までの約 1年半は、学校が正常な教育活動を取り戻すことに尽力
した時期であった。それは、復興の第 1ステージと言える。そして、2013年 2月は東日
本大震災から約 2年経った、ある程度学校の日常が回復となっている。本研究の課題で










































































































































































加した 7人のうち 6人は第 2回にも参加している。年度が変わった第 3回では、第 1回
からの参加者 4人と第 2回から参加した 1人という具合に、2年生は全員継続者であっ
た。この傾向は、2期生、3期生においても続いている。また、第 6回は後半日程が雪の
ため中止になったが、当初参加予定のメンバーを含めると、2回目参加者が 13人となり、















回数と日程 1期生 2期生 3期生 4期生 合　計
第 1回（平成 23年度）
2011年 9月 1～ 3日
7人（5・2） 7人
第 2回（平成 23年度）











































































































































































ランティア活動に参加した学生 24人を対象とした。教育学部 1年生が 12人（男性 8人、
女性 4人）で、2年生が 12人（男性 7人、女性 5人）であった。参加回数は 1回目（初



























































































































































































































































































































































































































　④  LINE等の SNSを使って、常に同じ情報を全員が共有できるシステムを作っていた
こと
　⑤毎回事前に、大学側の教員が訪問先の管理職と会って打ち合わせを行ったこと
　一方、学校側は、学校の回復に伴い、学生ボランティアの受け入れに関して、新たな局
面になってきている。前述のように大学生の成長は著しいが、それは本来の目的ではな
い。教職をめざす大学生の成長支援を学校側が担うというのでは、ボランティアを行って
いるのが学校側ということにもなり、本末転倒である。
　復興が進展してきた現在、学校側が学生を最も活用しやすい場面となれば、どの学校で
も日常的に行っている校庭の草取りや学校行事の手伝いなどの単純作業的な仕事なのだろ
う。しかし、児童の役に立っている実感を得ることではげまされている教育学部学生たち
にとって、教師の役に立っても、児童と接する機会がなくなれば、それだけ被災地に行っ
てボランティアを行ってきたという達成感が得られにくくなるという面は否めない。
　首都直下型地震をはじめ、さまざまな自然災害の予測が報じられている。学校が大規模
災害によって危機に陥ることは、今後もあり得ることだ。教職を志望する学生が被災地の
学校から体験的に学び、その立場から被災と復興の姿を発信することは、広い視野から見
れば、学生にとってだけでなく、被災地にとっても意義深いことと言えるだろう。
　筆者自身、被災を経験した学校に継続的に入る機会を得て、復興をめざすよりよい教育
を模索せざるを得ない教育現場の教員の努力を頭が下がる思いで見てきた。教師の多忙感
や疲労を軽減する一助になるのなら、ぜひ大学生を今後も活用してほしいという思いが強
い。それはボランティア活動に参加している大学生自身の希望でもある。とはいえ、継続
をめざすためには、大学と小学校が協定を結ぶなど、支援とは異なる交流システムを構築
する必要が出てくる。だが、状況が変わり続ける学校に固定的なシステムを導入すること
が、かえって両者の在り方を形骸化させてしまう恐れもある。
―　224　―
東日本大震災の津波被害から回復しつつある小学校への支援
―　225　―
1　 石巻市の学校の被災と復興および支援に関する論考は、以下にまとめてある。
 　和井田節子「津波被害に遭った学校の子どものケアと成長支援」、藤田英典研究代表、
『東日本大震災と教育に関する研究（全体編その 1）』2014，平成 24-26年度科学技術
研究費補助金　基盤研究（A） 課題番号 24243073
2　和井田節子・田中卓也・小林田鶴子・小泉晋一「被災地支援ボランティア活動が教職
志望の大学生に与える教育的意味－石巻市内の小学校における支援活動を通して－」　
共栄大学研究論集，11，2013，pp. 251-272.
3　前述のように質問項目⑦と⑧は、1名分の未記入の回答があった。したがって、約
70％（17人）の肯定的回答と約 25％（6人）の非肯定的回答のほか、残り約 5％（1
人）が未記入の回答となる。
4　本論での分析には間に合わなかったが、第 8回被災地学校支援ボランティアを最後の
活動と位置づけ、2015年 2月 16日から、22名の学生の参加を得て、4日間行った。
夜は、宿舎で、M氏から被災体験を、元特別支援学校長で震災当時福祉会館の館長
だった阿部慶吾氏から危機対応と避難所運営を学んだ。学生たちは、これらの体験と
現地視察から被災の実際を学ぶと共に、これまで以上に遊びに工夫をこらし、子ども
たちと触れ合い、校内外を掃除した。学校側も授業補助として活用してくれて、学生・
学校側の両者にとって満足度の高いボランティアとして終了することができた。
 　なお、補足ではあるが、このボランティア活動が縁で、本論筆者のうち、和井田節子
と内田千春は、石巻市教育委員会の要請を受けて、それぞれの専門性を活かした値域・
園・学校支援を継続している。
　今は、被災地ゆえの支援要請は、それほど多くない。学校支援が終了してもおかしくな
い状況である 4。しかし、一般的な内容の学校支援であっても、現場の教員に、教育学部
の学生を活用したいという要請があれば、学生側は全力でそれに応えようとするつながり
が育っているのは確かである。ボランティア活動を行った学生が、災害とその対応の在り
方を理解し、考え、他者に伝え、将来に活かしていきたいと思うことは、重要な学びであ
る。なにより、実際に被災した学校とかかわり、被災を肌で感じ、教員の強い思いや苦労
に触れ、子どもたちの成長に接し、つながりを感じ、思いを受け継ごうと考えるように
なったことが、最も大事な学びであったと考えられるのである。
